
　

2
0
1
9
年
の
干
支「
亥（
い
の
し
し
）」

に
ち
な
ん
で
、
年
賀
状
な
ど
で
使
用
で
き

る「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」の
イ
ラ
ス
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
使
用
で
き
ま
す
。

22
日
・
特
定
空
家
等
略
式
代
執
行

28
日
・ 

平
成
16
年
台
風
23
号
メ
モ

リ
ア
ル
事
業「
防
災
学
習

会
」

29
日
・
豊
岡
市
総
合
教
育
会
議

30
日
・ 

市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

12
月
26
日
）

　
　

・
豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式

【
12
月
】

１
日
・
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

・ 

市
民
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

パ
ー
ト
２

４
日
・ 

但
東
中
学
校
と
慶
應
義
塾

大
学
と
の
連
携
授
業

【
11
月
】

12
日
・
京
丹
後
市
･
豊
岡
市
合
同

　
　
　

会
議

13
日
・
市
議
会
臨
時
会

14
日
・ 

ド
イ
ツ
代
表
チ
ー
ム（
ボ

ー
ト
競
技
）の
事
前
合
宿

に
関
す
る
協
定
書
調
印
式

　
　

・ 

豊
岡
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
検
討
委
員
会

16
日
・ 

高
齢
者
向
け「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
」

19
日
・ 

豊
岡
市
新
文
化
会
館
整
備

基
本
構
想
･
基
本
計
画
策

定
委
員
会

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

〜｢

玄
武
岩
の
玄
さ
ん｣

新
年
を
お
祝
い
〜
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2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
に
向

け
、
ボ
ー
ト
競
技
の
ド
イ
ツ
代
表

チ
ー
ム
が
、
本
市
で
事
前
合
宿
を

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
11
月
14
日
、

基
本
事
項
を
定
め
た
協
定
書
に
調

印
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
は

19
年
10
月
の
強
化
合
宿
の
実
施
や
、

20
年
の
事
前
合
宿
後
に
日
独
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
を
対
象
と
し
た
交
流
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
は
、
10
月
に

強
化
副
委
員
長
ら
が
円
山
川
城
崎

〜
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
と
東
京
五
輪
事
前
合
宿
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印
〜

各
国
の
ボ
ー
ト
事
前
･
強
化
合
宿
の
誘
致
促
進

〜
降
雪
時
の
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
目
指
し
準
備
完
了
!!
〜

　「
豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式
」挙
行

漕
艇
場
、
宿
泊
施
設
等
を
視
察
し
、

現
在
、
19
年
9
月
ご
ろ
の
本
市
で

の
強
化
合
宿
実
施
に
つ
い
て
フ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ト
連
盟
内
で
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
ス
イ
ス
チ
ー
ム
も
、

8
月
に
視
察
さ
れ
、
合
宿
の
候
補

地
に
な
り
得
る
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
チ
ー
ム
は
、
去
年
、
今
年

の
2
年
連
続
で
、
本
市
で
強
化
合

宿
を
実
施
し
て
お
り
、
19
年
4
月

に
も
強
化
合
宿
を
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

▲ドイツボート連盟のヴォルトさん（左から２人目）ら

　

11
月
30
日
、
本
格
的
な
降
雪

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
防
災
公
園
で
、

豊
岡
市
除
雪
隊
の
発
隊
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
15
㎝
の
積
雪
で
、

原
則
午
前
4
時
に
出
動
し
、
8
時

30
分
ま
で
に
幹
線
市
道
の
除
雪
を

終
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
延
長
は
、
車
道
と
歩
道
を

合
わ
せ
て
約
7
4
0
㎞
。
委
託
業

者
の
協
力
も
得
て
1
7
5
台
の
車

両
で
除
雪
を
行
い
ま
す
。
こ
の
距

離
は
、
直
線
距
離
で
本
市
か
ら
岩

手
県
盛
岡
市
ま
で
に
相
当
し
ま
す
。

　

発
隊
式
は
、
本
庁
の
除
雪
隊
員

（
都
市
整
備
部
職
員
）約
70
人
が
参

加
。
隊
員
は
、
市
長
か
ら
訓
示
を

受
け
た
後
、
除
雪
車
両
に
乗
り
込

み
、
車
両
に
取
り
付
け
ら
れ
た
雪

を
か
き
分
け
る「
ス
ノ
ー
プ
ラ
ウ
」

な
ど
の
動
作
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

除
雪
隊
は
、
平
成
31
年
3
月
ま

で
、
積
雪
時
の
道
路
交
通
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

▲｢除雪隊発隊式を執り行います!!　一同礼!! ｣

▲猪突猛進

▲もちつき「玄？」「亥？」 ▲玄さん登場10周年

1006677
市ホームページ内のページ番号

市政ニュース
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1
9
7
5
年
10
月
24
日
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
が
、
一
斉

に
休
暇
を
取
り
ま
し
た
。
90
％
の

女
性
た
ち
が
、
働
く
の
を
や
め
た

の
で
す
。
主
婦
は
子
ど
も
を
夫
に

渡
し
て
家
を
出
ま
し
た
。

保
育
所
、学
校
、大
型
店
、銀
行
、

工
場
は
閉
鎖
さ
れ
、
残
さ
れ
た
男

性
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
を
職
場

に
連
れ
て
い
く
か
自
宅
で
過
ご
す

他
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
性

た
ち
は
職
場
で
興
奮
す
る
子
ど
も

た
ち
を
な
だ
め
る
の
に
四
苦
八
苦

し
、
調
理
が
簡
単
な
ソ
ー
セ
ー
ジ

は
売
り
切
れ
ま
し
た
。

通
り
は
女
性
た
ち
で
あ
ふ
れ
か

え
り
ま
し
た
。
当
時
の
写
真
に

は
、「
直
ち
に
平
等
を
!
」「
平
等
な

賃
金
を
!
」等
々
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
っ
て
行
進
す
る
、
熱
狂
的
な

女
性
た
ち
の
姿
が
写
っ
て
い
ま
す
。

「
女
性
た
ち
の
休
日
」と
呼
ば
れ
る

こ
の
日
、
男
性
た
ち
に
は「
長
い

金
曜
日
」と
な
り
ま
し
た
。

「
女
性
た
ち
の
休
日
」は
こ
れ
ま

で
に
5
回
行
わ
れ
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
は
、
男
女
の
格
差
が
世
界
で
最

も
小
さ
い
国
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
小
さ
な
国
で
起
き
た
女
性

た
ち
の
反
乱
は
、
実
に
痛
快
で
す
。

豊
岡
で
も
起
き
れ
ば
い
い
の
に
、

と
思
い
ま
す
。
豊
岡
で
は
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
陽
動
的
で

あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
行
動
で
は

な
く
、「
静
か
な
反
乱
」が
深
く
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
若
者
回
復
率
」と
い
う
数
字
が

あ
り
ま
す
。
10
代
で
多
く
の
若
者

が
豊
岡
を
離
れ
ま
す
。
そ
れ
を
20

代
で
ど
れ
だ
け
取
り
戻
し
て
い
る

か
を
示
す
数
字
で
す
。
直
近
の
数

字
は
、
男
性
52
％
、
女
性
27
％
。

5
年
間
で
男
性
は
17
ポ
イ
ン
ト
上

が
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
は
6
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
ま
す
。
若
い

女
性
に
選
ば
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

が
今
の
豊
岡
で
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
?
そ
れ
は

豊
岡
が
あ
ま
り
に
男
社
会
だ
か
ら
、

と
市
で
は
考
え
て
い
ま
す
。
市
役

所
で
も
会
社
で
も
、
地
域
社
会
で

も
、
女
性
た
ち
は
補
助
的
な
地
位

に
甘
ん
じ
て
き
ま
し
た
。
期
待
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
の
こ
の

こ
帰
る
人
は
そ
う
い
ま
せ
ん
。
こ

の
男
女
の
格
差
を
ど
う
解
消
す
る

か
。
豊
岡
の
存
続
に
か
か
わ
る
大

問
題
で
す
。
困
っ
た
な
あ
。
で
も
、

な
ん
と
か
し
な
く
っ
ち
ゃ
。

女
性
た
ち
の
休
日

　

11
月
18
日
、
市
民
会
館
で
、
認

知
症
を
正
し
く
知
り
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し「
認
知

症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
50
歳
代

後
半
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
診
断
を
受
け
た
三
田
市
在
住

の
古
屋
一
之
さ
ん
が
、「
私
に
で
き

る
こ
と
、あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
講
演
。
約
3
0
0
人
を
前

に「
認
知
症
に
な
っ
て
も
み
ん
な

〜
自
分
だ
け
で
･
家
族
だ
け
で
悩
ま
な
い
地
域
づ
く
り
〜

認
知
症
あ
ん
し
ん
大
作
戦「
豊
岡
市
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

〜
過
去
の
水
害
を
振
り
返
り
、教
訓
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
〜

平
成
16
年
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
防
災
学
習
会
」開
催

と
変
わ
ら
な
い
」「
病
気
に
な
る
前

と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
ほ
し
い
」

と
日
ご
ろ
抱
え
て
い
る
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
援
す

る
保
健
師
の
清
水
美
代
子
さ
ん

（
高
砂
市
）は「
認
知
症
に
関
わ
る

全
て
の
人
が
、
本
人
と
家
族
の
声

を
し
っ
か
り
聞
き
、
交
わ
り
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
す
べ
き
こ
と
を

紡
ぐ
地
域
づ
く
り
を
」と
訴
え
ま

し
た
。

　

11
月
28
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
、
但

馬
県
民
局
と
共
催
し「
防
災
学
習

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
起

こ
り
う
る
想
定
を
超
え
る
災
害
に

ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
対
応
す
べ

き
か
地
域
防
災
の
あ
り
方
に
つい
て

多
く
の
参
加
者
が
考
え
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
東
京
大
学
大
学
院
特

任
教
授
の
片
田
敏
孝
さ
ん
が
講
演
。

片
田
さ
ん
は
長
年
、
釜
石
市（
岩

手
県
）で
小
･
中
学
校
の
防
災
教

育
に
携
わ
り
、
東
日
本
大
震
災
で

は
、
小
･
中
学
生
の
99
・
８
％
が

津
波
か
ら
逃
れ
ら
れ
た「
釜
石
の
奇

跡
」と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

片
田
さ
ん
は
講
演
で「
災
害
の
知

識
、
情
報
、
避
難
路
･
避
難
所
が

あ
っ
て
も
人
は〝
逃
げ
る
〞意
思
決

定
を
し
な
い
」「
災
害
に
立
ち
向
か

う
地
域
、
社
会
の
構
築
が
必
要
」

と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
片
田

さ
ん
と
中
貝
市
長
が
対
談
し
、
行

政
と
地
域
が
協
力
し
て
、
人
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
社
会
の
実
現
方

法
な
ど
に
つい
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

▲対談で自助、共助、公助について話す片田さん（右）▲自身の思いを語る古屋さん（左）と支援者
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